
 

北部中学校の様子 

 

 

 

 

 

北部中、よろしくお願いします。 

  



 

 

 

 

この３年間で見えてきた課題として、地域との連携において「、学校にお越しいただいて

の連携、支援は、実現不可能が多くなってしまった。」ということが挙げられます。 

（写真はかつての連携場面です） 

 

  



 

 

 

その他としては、 

・総合の学習の時間は、できる範囲でお願いしたとか、 

・職場体験学習は、できたとしても体験させていただける職場が限定的だったとか、 

・コミュニティスクールに関して、北部中は５つの地区に またがっているため、どうしても小

回りがきかないことも挙げられます。 

 

 

 

  



 

 

 

 

そんなコロナ禍ですが、生徒会で次のような動きが出てきました。 

毎年同じ反省の言葉ではありましたが、一方で、令和４年度は、コロナに立ち向かいながら

どうすれば実現可能かという前向きな発想で活動しました。 

 

  



 

 

 

 

（生徒の言葉をご覧ください） 

 

 

  



 

 

 

 

（生徒の言葉をご覧ください） 力強い言葉です 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

これらから、「子どもたちは、新たに羽ばたいていく力を蓄えていた。」と言えます。 

私は、そんな生徒をたいへん頼もしく思いますし、パートナーとして、今後の学校づくり、

そして地域づくりの担い手として期待しています。 

 

 

  



 

 

 

 

 

そこで、これからの連携・僕たちのまちづくりは、ということで、次を考えています。 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

（１）令和５年度生徒会長の願いから 

・来ていただいて○○から 

 →参加（よばれる） →参画（出向いて一緒に） 

（２）持続可能な社会づくりに向けて、中学生は貴重なまちづくりの担い手 

    例：防災、運動会、お祭り、文化祭等 

（３）課題解決に向け、自ら行動し、人と人がつながって協働的に学ぶ 

 →自分の生き方や、自分たちが生きていくまちの未 来を考えることに 

  



 

 

 

その具体の計画です。（少し見づらく申し訳ありません。） 

令和５年度の重点６つのうちのひとつに「地域づくりへの参画」が入っています。 

これについては、２／１２の公民館館長主事研修会で、生徒会長がお願いさせていただ

きました。 

地域の学びの場である公民館の皆さんにお力添えいただき、公民館とともに地域づくり

活動を行いたいと考えています。 

特に、防災を通した学びができないかと考えております。 

  



 

 

 

 

３学期の生徒総会では、令和５年度地域づくり参画へ向けての取り組みが決定し、その

ための話し合いが行われました。「私たちには何ができるか考えましょう」という討議の柱で

行われましたが、たくさんの具体案が出されました。これを元に、４月以降、活動をしていき

ます。 

私は、生徒とともに学校をつくり、地域づくりへ参画していくことを頑張りたいと考えていま

す。 

 

 

  



 

 

 

 

 

 それに合わせて、北部中学校コミュニティスクールの整備も進め、生徒会と学校と

地域が一体となった連携を進めていきたいと考えます。その時は、お力添えをよろし

くお願いいたします。 

 

 


